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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

11
月
分
の
口
座
振
替
は

    

11
月
30
日（
水
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
13
項
目
で
す
。

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
8
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
簡
易
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

税
関
で
は
通
貨・証
券
な
ど
を

　
　
　
　

 

お
返
し
し
て
い
ま
す

　

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
本
邦
へ

引
き
上
げ
ら
れ
た
方
が
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か

り
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結

構
で
す
。
お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

境
税
関
支
署

　

☎
０
８
５
９
‐
４
２
‐
２
２
２
８

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
し
ま
ね
企
業
博

                  

開
催
の
お
知
ら
せ

　

島
根
県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

12
月
28
日
（
水
）
10
時
半
〜

◆
場
所

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

◆
対
象
者

　

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校

等
に
在
学
中
の
方
（
私
服
参
加
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
０
６
９
４

境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

　
　
　
　
筆
界
特
定
制
度

　

土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
法
務
局
が

行
っ
て
い
る
「
筆
界
特
定
制
度
」
を

活
用
す
れ
ば
、
裁
判
を
し
な
く
て
も

境
界
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期
に
安
価
で
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

松
江
地
方
法
務
局

　

地
図
整
備
・
筆
界
特
定
室

　

☎
０
８
５
２
‐
３
２
‐
４
２
２
２

放
送
大
学

　
　

 

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
28

日
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
20
日
ま

で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

○
入
学
説
明
会
・
相
談
会

◆
日
時

　

12
月
18
日
（
日
）

　

13
時
〜
14
時
半

◆
場
所

　

出
雲
中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
５
５
０
０

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

３
０
１
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

２
０
２
２

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室

『
校
閲
ガ
ー
ル
』 

宮
木　

あ
や
子 

著

『
蜂
蜜
と
遠
雷
』 

恩
田　
　

陸 

著

『
リ
ピ
ー
ト
』  

乾　

く
る
み 

著

『「
子
供
を
殺
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
親
た
ち
』 

押
川　

剛 

著

『
謝
罪
大
国
ニッ
ポ
ン
』　     

中
川　

淳
一郎 

著

『
十
二
支
の
お
も
ち
つ
き
』

す
と
う　

あ
さ
え 

作

『
た
の
し
い
ひ
っ
こ
し
』      

岡
田　

よ
し
た
か 

作

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室

『
ま
こ
と
の
華
姫
』 

畠
中　
　

恵 

著

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』１
、２NH

K
ブ
ラ
タ
モ
リ
制
作
班 

編

『
地
豆
の
料
理
』　　
　
　

 

伊
藤　

美
由
紀 

著

『
十
二
人
の
死
に
た
い
子
ど
も
た
ち
』 

 

冲
方　
　

丁 

著

『<

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト>

の
次
に
来
る
も
の
』 

ケ
ヴ
ィ
ン 

ケ
リ
ー 

著

『
き
ょ
う
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
』     

平
山　

暉
彦 

さ
く

『
落
語
少
年
サ
ダ
キ
チ
』　     

田
中　

啓
文 

作

12
月
の
休
室
日

日
曜
、
月
曜
、
祝
日

         

27
日
（
月
末
休
室
）

12
/
28
日
〜
１
月
4
日

      

【
年
末
、
年
始
休
室
】

12
月
の
休
室
日

日
曜
、
祝
日

         

27
日
（
月
末
休
室
）

12
/
28
日
〜
１
月
4
日

      

【
年
末
、
年
始
休
室
】

→
斉
藤　

倫
∥
文
・
小
池　

ア
ミ
イ
ゴ
∥
絵

福
音
館
書
店　

刊

　来る日も来る日も海を眺める灯台は、旅
する渡り鳥のことを、うらやましく思って
いました。でも、ある嵐の夜、灯台は気が
つきます。自分のいる場所のこと、なすべ
きことを…（出版社紹介より記載）
　福音館書店から読み物『どろぼうのどろ
ぼん』や『せなか町から、ずっと』を発表
されている詩人の斉藤倫さんの初の絵本で
す。淡々と綴られていることばに、温かい
まなざしを感じます。心癒される絵本で
す。

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

　
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」
で
は
、

町
民
の
皆
様
の
掲
示
板
と
し
て
活

用
い
た
だ
く
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
各
種
募
集
な
ど
様
々
な
情
報

を
募
集
し
ま
す
。

　
掲
載
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
役

場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
54
‐
２
５
０
５

　
有
線
31
‐
５
２
２
５

　
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

広報カメラ記録

鳥上・追谷地区でイルミネーションイベント
「たたらの灯」が開催されています。鉄穴流し
跡に造られた棚田のライトアップは幻想的で
す。この日は空を見上げると、無数の星も見
ることができました。
◆たたらの灯
　開催期間：平成28年11月５日～12月４日
　　　　　  毎週土曜日、17時～21時
　協力金：２００円（追谷地区の環境保全並び
　　　　  に今後の活動費として）


